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が再入院に関連する要因であることが示された。こ
のような患者においては重点的に再発・再入院予防
対策に取り組む必要性があることが示唆された。
P1-8.
Expressions of brain-derived neurotrophic factor 
（BDNF） in cerebrospinal ﬂuid and plasma of chil-
dren with meningitis and encephalopathy
（小児科）
○Morichi Shinichiro, Morishita Natsumi, 
　Takeshita Mika, Ishida Yu, Oana Shingo, 
　Yamanaka Gaku, Kashiwagi Yasuyo, 
　Kawashima Hisashi
（Background and aims）　Many reports in the field of 
childhood brain disorders have shown that brain-derived 
neurotrophic factor （BDNF） affects central nervous 
system (CNS) functions.　In this clinical study, BDNF 
levels were evaluated in association with pediatric CNS 
infections, especially acute meningitis and ence phalo-
pathy.
（Methods）　BDNF levels were measured in the serum 
and cerebrospind ﬂuid (CSF) of 42 patients admitted due 
to CNS infections over a 5-year period using ELISA.　
Control samples were collected from 108 patients with 
non-CNS infections.
（Results）　BDNF levels were below the sensitivity of 
the ELISA in most CSF samples from the control group, 
but were elevated in patients with bacterial meningitis 
and inﬂuenza-associated encephalopathy （IAE）.　Serum 
BDNF levels were elevated in all subgroups of patients 
with CNS infections, particularly those with bacterial 
meningitis.　In subgroups of encephalopathy, BDNF 
levels in the serum and CSF were higher in a subgroup 
with cytokine storm than in others, and most patients in 
the subgroup had neurological sequelae.
（Conclusions）　BDNF levels were elevated in the 
serum and CSF of pediatric patients with CNS infections, 
particularly those with bacterial meningitis and IAE.　
Monitoring changes in the serum and CSF levels of 
BDNF may allow for the differential diagnosis of speciﬁc 
CNS infections.
P1-9.
VBM画像を用いたMSA-C画像病期分類の検討
（神経内科）
○田口　丈士、小林万希子、加藤　陽久
　赫　　寛雄、相澤　仁志
（八王子 : 神経内科）
　南里　和紀、上田　優樹、田中　伸幸
【はじめに】　我々は小脳萎縮をきたす疾患の病型分
類に VBM（Voxel-based morphometry）画像が有効
であることを報告している。今回MSA-Cにおいて
萎縮部位の進展を調べる目的で、VBM画像を画像
病期別に分類した。
【方法・対象】　対象は 2007年以降に VBM画像で
の評価をおこなったMSA-C 24例・計 40回分。発
症年齢は 48-77歳（中央値 59歳）、男性 7例女性
17例、VBM画像撮影時の罹病期間は 6-129か月（中
央値 37か月）であった。MSA-Cの診断は、Gilman
らの診断基準で probableまたは possibleの症例で小
脳症状が前景に立つものとした。VBM画像解析に
は VSRAD advanceを用い、MRI脳画像の灰白質
（GM）と白質（WM）を分離・抽出し、得られた
Z-score画像をもとに GMを 4段階に、WMを 5段
階に grade分けをおこなった。vbSEE解析をおこな
い各 grade別の平均画像を作成した。脳幹・小脳・
大脳の各領域における Z-score2以上の異常座標を
示したボクセル数と、その領域の Z-score平均値を
もとめた。また罹病期間・歩行能力（SARA : 歩行
点数）との関連性についても検討した。
【結果】　罹病期間と GM および WM の grade、
Z-score値、歩行点数は高い相関がみられた。GM
においては、各小脳半球に Z-score（以下 Z）2-3の
分布をみとめ（GM1）、Z4へと拡大進行し（GM2）、
片側が Z5-6へと障害され（GM3）、最終的には両
側半球が Z6へ高度に障害された（GM4）。小脳 GM
の Z-score値と高い相関を示した。WMにおいては、
中小脳脚より始まり（WM1）、橋へ萎縮が波及 
（WM2）。片側の中小脳脚が Z5-6と高度となり
（WM3）、やがて両側中小脳脚へ拡がり（WM4）、
最終的には橋・両側中小脳脚が Z6へ高度に障害さ
れた（WM5）。小脳および脳幹WMの Z-scoreと高
い相関を示した。WM grade分けは視覚的に伸展様
式を把握しやすく、GM grade分けは罹病期間・歩
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行能力と相関性が高かった。
【結語】　VBM画像を用いた画像病期分類は、
MSA-Cの進展様式と進行レベルの評価に有効であ
り、MSA-Cの早期診断にも有用であった。
P1-10.
IL-27は骨髄由来抑制細胞への分化誘導を阻害
する
（医学部医学科 3年）
○関口　昌孝、内田　萌々
（医学総合研究所　免疫制御研究部門）
　千葉祐規乃、溝口　　出、角田　　廉、
　徐　　明利、善本　隆之
　我々は、これまでに IL-6/IL-12サイトカイン
IL-27が、腫瘍の特徴により複数の作用機序により
強い抗腫瘍効果を示すことを明らかにしてきた。さ
らに、最近 IL-27 が、造血幹細胞に直接作用し分化
増殖や動員を介し感染防御能を増強することを見出
した。骨髄由来抑制細胞（MDSC）は、担癌状態な
どで骨髄から分化誘導された未熟な骨髄細胞で、抗
腫瘍免疫反応を抑制する。本研究では、IL-27の抗
腫瘍効果の新たな作用機序の 1つとして、IL-27の
MDSCへの効果について検討した。
　まず、野生型マウスおよび IL-27を高発現するト
ランスジェニックマウス（Tg）に、マウスメラノー
マ B16F10を植えると、IL-27-Tgマウスでは、腫瘍
増殖が抑制されたが、腫瘍内に浸潤したMDSC（Gr-
1+CD11b+）の割合は変わらなかった。しかし、この
MDSCを AutoMACS Proを用いて精製し、in vitro
での T細胞の増殖抑制能を測定すると、IL-27-Tg
マウス由来のMDSCは抑制活性が低下していた。
次に、in vitroで骨髄細胞を GM-CSFと IL-13で培
養しMDSCへ分化誘導する際、IL-27共存下で分化
誘導し免疫抑制活性を測定するとその抑制活性が低
下し、IL-27は in vitroでのMDSC分化誘導も阻害
することがわかった。この時、免疫抑制活性がより
強い単球系 MDSC（Ly6ChighCD11b+）の割合が
IL-27濃度依存的に減少していた。さらに、リアル
タイム RT-PCR解析より、IL-27により Arginase-1
発現が低下し、その阻害剤存在下で免疫抑制活性を
調べると、MDSCの免疫抑制活性が阻害された。
　以上より、IL-27は単球系MDSCへの分化を阻害
することで、免疫抑制活性を低下させ、抗腫瘍効果
を増強する可能性が示唆された。
P1-11.
アトピー性皮膚炎疾患モデルマウス作成及び
HRFとの関連について
（大学院修士課程 2年分子病理学）
○柏迫　幹絵
（分子病理学）
　髙梨　正勝、黒田　雅彦
　近年、アトピー性皮膚炎の罹患数は増加傾向にあ
り、完全なる治療法が嘱望されている。HRF
（Histamine Releasing Factor）はアトピー性皮膚炎の
要因となる histamineの分泌に関与することが示唆
されているが、皮膚炎との関係については不明であ
る。そこで、本研究ではアトピー性皮膚炎モデルマ
ウスを作成し、HRFとの関連を調べることで発症
機構を解明し、治療法を開発することを試みた。モ
デル動物として、皮膚の炎症に対して反応性の高い
NC/Ngaマウス 8～10週齢の雄を使用した。また、
アレルゲンとしてコナヒョウダニ虫体由来粗精製物
を用いた。
　マウスの背部を剃毛後、1匹当たり 200 μgのアレ
ルゲンをジーンクリームに混合し、100 mgを週 2
回の割合で塗布した。さらに、対照群として、基質
のクリームのみ、又は無処置群を作成した。アレル
ゲンの塗布開始から経時的に、採血と脾臓、及び所
属リンパ節の腫脹の確認と皮膚の病変部を採取し、
標本を作製して組織学的観察を行った。また、血清
の生化学的解析を行い炎症の評価を検討した。これ
らの結果、アレルゲンを塗布した群では皮膚に湿疹
が認められ、組織標本からは表皮の肥厚及び角化層
の破壊が観察された。また、血清生化学的解析から
IgEの上昇が確認された。皮膚への浸透性が高い
ジーンクリームにダニ抗原を含ませることで人工的
に皮膚に炎症を誘導させることに成功し、皮膚炎疾
患モデルマウスを作成することが可能となった。
　また、経時的に採取した皮膚組織から qPCR 法に
より HRF mRNA の発現量を解析した。その結果、
塗布開始から 11日目に最も高い発現がみられた。
さらに、皮膚組織標本からMast cell が多く浸潤し
ていたことも確認された。これらの結果から、HRF
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